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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】障害から復帰した際には通常運転と同様の一元
管理状態へ瞬時に復帰することが可能なＰＯＳの無停止
運用システムを安価に提供すること。
【解決手段】本部情報センタ２の代替サーバＰＳ４に代
替ＰＯＳデータ保管レジＤ１を設け、各店舗３のＰＯＳ
端末装置ＰＴ２に、３つの動作モードを有するＰＯＳプ
ログラムＰＰと代替ＰＯＳデータ保管レジＤ２を設ける
。ＰＯＳサーバＰＳ３の動作が正常な場合は、ＰＯＳプ
ログラムをモード１にしてＰＯＳサーバに業務データの
保存を行い、ＰＯＳサーバが故障した場合は、ＰＯＳプ
ログラムをモード２に切り替え、業務データを代替サー
バに送信して、代替ＰＯＳデータ保管レジＤ１に業務デ
ータを保管し、ＰＯＳサーバ及び代替サーバの両方が故
障した場合は、モード３としてＰＯＳ端末装置の代替Ｐ
ＯＳデータ保管レジに業務データを保管する。故障から
復帰したことが検知された場合は、全データをＰＯＳデ
ータに送信する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の店舗に配置されるＰＯＳ端末装置と、これら複数の店舗を管理する本部情報セン
タのＰＯＳサーバとをネットワーク網で接続し、前記各ＰＯＳ端末装置に記録された業務
データを前記ネットワーク網を通して前記ＰＯＳサーバに送信して、前記各店舗の業務デ
ータを前記本部情報センタで集約管理するＰＯＳシステムにおいて、
　前記本部情報センタに代替サーバを配置し、
　該代替サーバに動作認証データレジと代替ＰＯＳデータ保管レジとを設定し、
　前記各ＰＯＳ端末装置には、ＰＯＳシステムを稼動するためのＰ１，Ｐ２，Ｐ３の３つ
のモードを有するＰＯＳプログラムと、前記ＰＯＳサーバや前記代替サーバの動作認証デ
ータレジからのアクセスを確認する動作確認センサと、該動作確認センサの指令により前
記ＰＯＳプログラムを選択するプログラムモード切替制御機構と、代替ＰＯＳデータ保管
レジとをそれぞれ設け、
　前記ＰＯＳサーバの動作認証データレジの認証が前記動作確認センサで得られるときに
は、前記ＰＯＳサーバが正常に機能していると判断して、前記プログラムモード切替制御
機構が前記ＰＯＳプログラムのモードＰ１を選択し、各ＰＯＳ端末装置からの業務データ
を前記ＰＯＳサーバに送信して、該ＰＯＳサーバにて各ＰＯＳ端末装置からの業務データ
の保存や更新処理を行い、
　前記ＰＯＳサーバの動作認証データレジの認証が前記動作確認センサで得られなかった
ときには、前記ＰＯＳサーバが故障と判断して、前記プログラムモード切替制御機構が前
記ＰＯＳプログラムをモードＰ１からモードＰ２に切り替え、各ＰＯＳ端末装置からの業
務データを前記代替サーバに送信して、該代替サーバの代替ＰＯＳデータ保管レジに業務
データを代替業務データとして保管する
　ことを特徴とするＰＯＳの無停止運用システム。
【請求項２】
　前記ＰＯＳ端末装置を前記モードＰ２で作動中に、前記動作確認センサが前記ＰＯＳサ
ーバの動作認証データレジの認証を得たときには、前記ＰＯＳサーバが復旧したと判断し
て、前記プログラムモード切替制御機構が前記ＰＯＳプログラムをモードＰ２からモード
Ｐ１に切り替え、各ＰＯＳ端末装置からの業務データを前記ＰＯＳサーバのＰＯＳデータ
保管レジに送信するとともに、
　前記代替サーバの代替ＰＯＳデータ保管レジに蓄積された前記代替業務データを前記Ｐ
ＯＳサーバのＰＯＳデータ保管レジに送信する
　ことを特徴とする請求項１に記載のＰＯＳの無停止運用システム。
【請求項３】
　前記ＰＯＳ端末装置を前記モードＰ２で作動中に、前記ＰＯＳサーバと前記代替サーバ
の双方の動作認証データレジの認証が前記動作確認センサで得られなかったときには、前
記ＰＯＳサーバと前記代替サーバの双方が故障と判断して、前記プログラムモード切替制
御機構が前記ＰＯＳプログラムをモードＰ２からモードＰ３に切り替え、
　ＰＯＳ端末装置自身の業務データの一部または全部を該ＰＯＳ端末装置の代替ＰＯＳデ
ータ保管レジに代替業務データとして保管する
　ことを特徴とする請求項２に記載のＰＯＳの無停止運用システム。
【請求項４】
　前記ＰＯＳ端末装置を前記モードＰ３で作動中に、前記動作確認センサが前記ＰＯＳサ
ーバの動作認証データレジの認証を得たときには、前記ＰＯＳサーバが復旧してと判断し
て、前記プログラムモード切替制御機構が前記ＰＯＳプログラムをモードＰ３からモード
Ｐ１に切り替え、各ＰＯＳ端末装置からの業務データを前記ＰＯＳサーバに送信するとと
もに、各ＰＯＳ端末装置の代替ＰＯＳデータ保管レジに蓄積された代替業務データをそれ
ぞれ前記ＰＯＳサーバに送信する
　ことを特徴とする請求項３に記載のＰＯＳの無停止運用システム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の店舗と本部情報センタとに設置された複数のコンピュータをネットワ
ーク網で接続し、各店舗の業務データを本部情報センタで一括管理する販売時点情報管理
（Ｐｏｉｎｔ　ｏｆ　Ｓａｌｅ　以下、ＰＯＳという）に係り、詳しくは、故障等のトラ
ブルを生じてもＰＯＳを停止させる運用することのできるＰＯＳの無停止運用システムに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　スーパーマーケットやコンビニエンスストア，家電量販店，外食産業，ドラッグストア
等の複数の系列店舗を有するチェーンストアでは、各店舗に設置したＰＯＳ端末装置と、
経営本部の情報センタに設置したＰＯＳサーバをネットワーク網で接続し、各店舗の業務
データをＰＯＳ端末装置からネットワーク網を通して前記本部情報センタのＰＯＳサーバ
に送信するＰＯＳシステムを運用している。
　このＰＯＳシステムでは、精算を行うレジと連動して商品の売上データや在庫データ，
顧客データ等の管理データを記憶管理し、商品マスタや顧客マスタ，レジ清算データ，販
売データ等の各マスタデータを逐次更新しながら記憶するとともに、ＰＯＳ登録データの
記録や更新をＰＯＳサーバへ引渡すもので、緻密な在庫・受発注管理ができるようになる
ほか、複数の店舗の販売動向を比較したり、天候と売り上げとを照合して販売の傾向をつ
かむなど、他のデータと連携した分析や活用が行えるといったメリットがある。
【０００３】
　このように、ＰＯＳシステムは、複数の店舗の幾多の情報を本部の情報センタで一元管
理するという営業の要であるため、何らかしらの理由で障害を生じると店舗営業活動に重
大な影響を与えるばかりか、膨大な業務データを喪失してしまうという多大なリスクを負
うこととなる。そこで、ＰＯＳシステムに障害を生じた際の予備として、バックアップ装
置等を備える二重管理が一般的に行われている。
【０００４】
　図５は、バックアップ装置を備えた従来のＰＯＳシステムの一例を示すもので、各店舗
にはＰＯＳ端末装置ＰＴ１を配置し、本部情報センタにはバックアップ機を内蔵したＰＯ
ＳサーバＰＳ１と同じくバックアップ機内蔵の代替サーバＰＳ２とを配置して、これらを
ネットワーク網ＮＷ１にルータＲＴ及びターミナルアダプタＴＡを用いて接続し、さらに
これに平行してバックアップ用のネットワーク網ＮＷ２を構築している。
【０００５】
　また、ＰＯＳ端末装置内にＤＲＡＭを用いたＳＲＡＭを用いた第１の記憶部と第２の記
憶部とを備え、第２の記憶部にＰＯＳデータを記憶するとともに、ＳＲＡＭ及び内部電源
とでバッテリーバックアップ記憶手段を構成した技術や（例えば、特許文献１参照）、ハ
ードディスクを備えたストアプロセッサと、管理データを記憶するメモリを備えて前記ス
トアプロセッサにＬＡＮを介して接続された多数台のＰＯＳ端末と、これらのＰＯＳ端末
の業務終了時に各ＰＯＳ端末の前記メモリに記憶された管理データを前記ストアプロセッ
サに収集する精算データ収集手段と、収集された前記精算データを前記ストアプロセッサ
のハードディスクに記憶させるバックアップ手段とよりなり、各店舗に設置したハードデ
ィスクに閉店後、バックアップデータを記憶させる技術が知られている（例えば、特許文
献２参照）。
【０００６】
【特許文献１】特開２００６－３４３９１号公報
【特許文献２】特開平５－１１４０８４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、図５に示す従来例は、本部情報センタに同じサーバを２台用意して全く
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同じ動作をさせるものであり、しかもバックアップ用のネットワーク網も構築することか
ら、高額な費用負担は避けられない。さらに、システムに一旦障害を生じた場合には、人
為的に特殊なオペレーションが必要であり、回復には３０分～１時間程度の時間が必要で
ある。
　また特許文献１は、各店舗のＰＯＳ端末装置にそれぞれバッテリーバックアップ記憶手
段を設けて、システム障害時に店舗毎のＰＯＳ端末装置に必要最低限の情報を記憶しよう
とするものであるが、障害発生時の各ＰＯＳ端末装置は各店舗の販売に関連したデータを
蓄積するだけでＰＯＳサーバからの指令を受けるものではないから、ＰＯＳシステム全体
をバックアップするものとはいえない。しかも特許文献１には、ＰＯＳサーバに蓄積され
た記憶データがシステム障害状態でどうなるのか、またＰＯＳ端末装置のバッテリーバッ
クアップ記憶手段に蓄積した記憶情報がどうなるのかについては具体的に示されておらず
、これらの点からもＰＯＳシステムのバックアップとして適当とはいえない。
【０００８】
　さらに特許文献２は、各店舗のＰＯＳ端末装置情報を本部情報センタのＰＯＳサーバへ
定期的に供給し、ＰＯＳ端末装置に情報が蓄積されない夜間にはＰＯＳシステム全体を停
止させて節電することが示されるのみで、日中の店舗開店時に障害発生時になったときに
ＰＯＳシステムの全体が停止してしまうことは避けられない。
【０００９】
　本発明は、かかる実情を背景にしてなされたもので、その目的とするところは、従来の
ような人為的な切替作業や高額な二重構造のＰＯＳ端末装置を必要とせず、障害から復帰
した際には通常運転と同様の一元管理状態へ瞬時に復帰することが可能であり、ＰＯＳの
無停止運用システムを安価に提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の目的を達成するため、請求項１の発明では、複数の店舗に配置されるＰＯＳ端末
装置と、これら複数の店舗を管理する本部情報センタのＰＯＳサーバとをネットワーク網
で接続し、前記各ＰＯＳ端末装置に記録された業務データを前記ネットワーク網を通して
前記ＰＯＳサーバに送信して、前記各店舗の業務データを前記本部情報センタで集約管理
するＰＯＳシステムにおいて、前記本部情報センタに代替サーバを配置し、該代替サーバ
に動作認証データレジと代替ＰＯＳデータ保管レジとを設定し、前記各ＰＯＳ端末装置に
は、ＰＯＳシステムを稼動するためのＰ１，Ｐ２，Ｐ３の３つのモードを有するＰＯＳプ
ログラムと、前記ＰＯＳサーバや前記代替サーバの動作認証データレジからのアクセスを
確認する動作確認センサと、該動作確認センサの指令により前記ＰＯＳプログラムを選択
するプログラムモード切替制御機構と、代替ＰＯＳデータ保管レジとをそれぞれ設け、前
記ＰＯＳサーバの動作認証データレジの認証が前記動作確認センサで得られるときには、
前記ＰＯＳサーバが正常に機能していると判断して、前記プログラムモード切替制御機構
が前記ＰＯＳプログラムのモードＰ１を選択し、各ＰＯＳ端末装置からの業務データを前
記ＰＯＳサーバに送信して、該ＰＯＳサーバにて各ＰＯＳ端末装置からの業務データの保
存や更新処理を行い、前記ＰＯＳサーバの動作認証データレジの認証が前記動作確認セン
サで得られなかったときには、前記ＰＯＳサーバが故障と判断して、前記プログラムモー
ド切替制御機構が前記ＰＯＳプログラムをモードＰ１からモードＰ２に切り替え、各ＰＯ
Ｓ端末装置からの業務データを前記代替サーバに送信して、該代替サーバの代替ＰＯＳデ
ータ保管レジに業務データを代替業務データとして保管することを特徴としている。
【００１１】
　さらに、請求項２の発明では、上記請求項１の発明において、前記ＰＯＳ端末装置を前
記モードＰ２で作動中に、前記動作確認センサが前記ＰＯＳサーバの動作認証データレジ
の認証を得たときには、前記ＰＯＳサーバが復旧したと判断して、前記プログラムモード
切替制御機構が前記ＰＯＳプログラムをモードＰ２からモードＰ１に切り替え、各ＰＯＳ
端末装置からの業務データを前記ＰＯＳサーバのＰＯＳデータ保管レジに送信するととも
に、前記代替サーバの代替ＰＯＳデータ保管レジに蓄積された前記代替業務データを前記
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ＰＯＳサーバのＰＯＳデータ保管レジに送信することを特徴としている。
【００１２】
　また、本願の請求項３の発明として、上記請求項２の発明において、前記ＰＯＳ端末装
置を前記モードＰ２で作動中に、前記ＰＯＳサーバと前記代替サーバの双方の動作認証デ
ータレジの認証が前記動作確認センサで得られなかったときには、前記ＰＯＳサーバと前
記代替サーバの双方が故障と判断して、前記プログラムモード切替制御機構が前記ＰＯＳ
プログラムをモードＰ２からモードＰ３に切り替え、ＰＯＳ端末装置自身の業務データの
一部または全部を該ＰＯＳ端末装置の代替ＰＯＳデータ保管レジに代替業務データとして
保管することを特徴としている。
【００１３】
　さらに、本願の請求項４の発明では、上記請求項３の発明において、前記ＰＯＳ端末装
置を前記モードＰ３で作動中に、前記動作確認センサが前記ＰＯＳサーバの動作認証デー
タレジの認証を得たときには、前記ＰＯＳサーバが復旧してと判断して、前記プログラム
モード切替制御機構が前記ＰＯＳプログラムをモードＰ３からモードＰ１に切り替え、各
ＰＯＳ端末装置からの業務データを前記ＰＯＳサーバに送信するとともに、各ＰＯＳ端末
装置の代替ＰＯＳデータ保管レジに蓄積された代替業務データをそれぞれ前記ＰＯＳサー
バに送信することを特徴としている。
【００１４】
　本発明のＰＯＳ無停止運用システムにあっては、各店舗の入出店情報データ，天気情報
データ，地域情報データ，売価変更データ，棚割変更データ，販促データ，検収データ及
び従業員データなどがネットワーク網を経て本部情報センタのＰＯＳサーバに入力書き込
みを行う。このときに加工して商品販売データ、購買顧客データや販売種別データなどの
マスタが登録記録される。
　ＰＯＳサーバの動作認証データは、日時・時間タイマを備え、各サーバの照合データを
作成し、動作認証データレジに記録するようになっている。これは随時更新される。
【００１５】
　本発明にかかるＰＯＳの無停止運用システムは、本部情報センタに予め配置されるＰＯ
Ｓサーバと同等の能力を有する１台の代替サーバをバックアップ用として用いるが、本発
明は、代替サーバを２台乃至はそれ以上を用いて多重のバックアップ機能を持たせた無停
止運用システムとすることも妨げない。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明のＰＯＳの無停止運用システムは、自動切換えによって選択される複数のＰＯＳ
プログラムのモード機構を備えたＰＯＳ端末装置を各店舗に配置し、本部情報センタのＰ
ＯＳサーバなどが故障等で障害が発生した時には、瞬時にＰＯＳプログラムのモードを切
り替えることによって、本部情報センタの代替サーバを稼動して代替業務を管理すること
により、各店舗のＰＯＳ端末装置の業務データを代替サーバに記録しつつ、ＰＯＳシステ
ムを無停止で運用することを可能とし、さらにこの代替サーバにも障害が発生した場合に
は、各店舗のＰＯＳ端末装置に必要最低限の業務データを残しつつ、ＰＯＳシステムを無
停止で運用することができる。
　また、本部情報センタのＰＯＳサーバや代替サーバが不具合から回復して再稼働した際
には、自動的に初期のＰＯＳプログラムモードへ自動時に復帰することが可能であり、さ
らに代替サーバやＰＯＳ端末装置で一時的に行われていた代替業務データの記録をもＰＯ
Ｓサーバに送信し、すでに保存されている情報を含めて情報全体を更新して記録するので
、ＰＯＳシステムによる一連の管理を損なうことがない。
　しかも、構成がシンプルで運用管理がしやすく、低コストでの実施が可能である。また
、ＰＯＳサーバや代替サーバが失陥した場合には素早くモードが切り替わるので、切り替
えに伴う停止時間がほとんどない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
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　以下、本発明のＰＯＳの無停止運用システムを適用した一実施例を、図１～図４に基づ
いて説明する。
　図中、図１～図３はＰＯＳの無停止運用システムの概略図を示すもので、図１はシステ
ムの平常時の運行状態を示す概略図、図２はＰＯＳプログラムのモードＰ２での運行状態
を示す概略図、図３はＰＯＳプログラムのモードＰ３での運行状態を示す概略図、図４は
無停止運用システムのフローチャートである。
【００１８】
　図１～図３に示すＰＯＳの無停止運用システム１は、本部情報センタ２にメインサーバ
であるＰＯＳサーバＰＳ３と、このＰＯＳサーバＰＳ３よりもややコンパクトな大きさの
代替サーバＰＳ４とが配置され、本部情報センタ２の管理下に置かれる複数の店舗３には
それぞれＰＯＳ端末装置ＰＴ２が設置されており、ＰＯＳサーバＰＳ３及び代替サーバＰ
Ｓ４と各ＰＯＳ端末装置ＰＴ２とは、ネットワーク網ＮＷ３とルータＲＴ及びターミナル
アダプタＴＡを用いて接続されている。
【００１９】
　ＰＯＳサーバＰＳ３には、日時・時間タイマ付の動作認証データレジＲ１が配置され、
また代替サーバＰＳ４には、動作認証データレジＲ２と代替時ＰＯＳデータ保管レジＤ１
とが配置されており、ＰＯＳサーバＰＳ３が正常に機能している状態では、ＰＯＳサーバ
ＰＳ３に各ＰＯＳ端末装置ＰＴ２から送信される販売商品の品名や価格，支払い方法，預
かり金，釣り銭，レシート内容等の業務データがリアルタイムで送られて保管されるとと
もに、動作認証データレジＲ１にて各サーバの照合データを作成するとともに、これを記
録及び更新するようになっている。
　また、ＰＯＳサーバＰＳ３が故障等で失陥した場合には、代替サーバＰＳ４が代替で稼
動し、ＰＯＳサーバＰＳ３に代わって、各ＰＯＳ端末装置ＰＴ２からの業務データが、代
替サーバＰＳ４のＰＯＳデータ保管レジＤ１に代替業務データとして一時的に保管される
ようになっている。
【００２０】
　各ＰＯＳ端末装置ＰＴ２には、ＰＯＳプログラムＰＰとプログラムモード切替制御機構
ＰＣ，動作確認センサＳＳ及び代替時ＰＯＳデータ保管レジＤ２とが組み込まれている。
ＰＯＳプログラムＰＰは、モードＰ１，Ｐ２，Ｐ３の３つの切り替えモードを持っており
、ＰＯＳサーバＰＳ３がメインサーバとして正常に機能している通常時には、プログラム
モード切替制御機構ＰＣによって通常モードであるモードＰ１が選択され、ＰＯＳ端末装
置ＰＴ２への各種指令やＰＯＳ端末装置ＰＴ２からの業務データの収集や蓄積をＰＯＳサ
ーバＰＳ３で行うようにしている。
【００２１】
　またモードＰ２は、メインサーバとしてのＰＯＳサーバＰＳ３が失陥した際に、代替サ
ーバＰＳ４を代替で稼動するための代替モードとして用いられ、さらにモードＰ３は、Ｐ
ＯＳサーバＰＳ３と代替サーバＰＳ４の双方がが失陥した際に、ＰＯＳ端末装置ＰＴ２自
身が最低限の業務データを一時的に保存するように作動させるためのセルフモードとして
用いられる。
　ＰＯＳサーバＰＳ３が失陥した場合に、プログラムモード切替制御機構ＰＣによって代
替モードであるモードＰ２が自動的に選択され、ＰＯＳ端末装置ＰＴ２への各種指令やＰ
ＯＳ端末装置ＰＴ２からの業務データの収集や蓄積を代替サーバＰＳ４が行い、さらにＰ
ＯＳサーバＰＳ３と代替サーバＰＳ４の双方が失陥した場合には、プログラムモード切替
制御機構ＰＣによってセルフモードであるモードＰ３が自動的に選択され、各ＰＯＳ端末
装置ＰＴ２が商品の販売に関する情報の管理と収集及び蓄積とを行う。
【００２２】
　各ＰＯＳ端末装置ＰＴ２に設けられる動作確認センサＳＳは、ＰＯＳサーバＰＳ３並び
に代替サーバＰＳ４の動作認証データレジＲ１，Ｒ２の認証を検知するためのものであり
、またＰＯＳ端末装置ＰＴ２の代替時ＰＯＳデータ保管レジＤ２は、ＰＯＳサーバＰＳ３
と代替サーバＰＳ４の双方の失陥によってＰＯＳプログラムＰＰがセルフモードであるモ



(7) JP 2010-26609 A 2010.2.4

10

20

30

40

50

ードＰ３を選択した際に、ＰＯＳ端末装置ＰＴ２自身の商品販売データ等の業務データの
全部または一部を代替業務データとして一時的に保管する。
【００２３】
　各店舗３のＰＯＳ端末装置ＰＴ２には、入出店情報データや天気情報データ，地域情報
データ，売価変更データ，棚割変更データ，販促データ，検収データや従業員データ等の
業務データが個々に入力され、この業務データは、ネットワーク網ＮＷ３を経て本部情報
センタ２のＰＯＳサーバに入力され書き込みが行われる。さらに業務データとしては、商
品販売データや購買顧客データ，販売種別データ等があり、これらの業務データも加工し
てＰＯＳサーバＰＳ３へ送信される。
【００２４】
　つぎに、本実施例のＰＯＳの無停止運用システム１の運用例を、図４のフローチャート
を用いて説明する。
　図１に示すように、無停止運用システム１の全体が正常に機能している図４のステップ
Ｓ１では、各店舗３のＰＯＳ端末装置ＰＴ２の動作確認センサＳＳが本部情報センタ２の
ＰＯＳサーバＰＳ３の正常な作動を認識しており、それぞれのＰＯＳ端末装置ＰＴ２は、
通常のモードＰ１によって作動している。
【００２５】
　次にステップＳ２で、各ＰＯＳ端末装置ＰＴ２の動作確認センサＳＳが、本部情報セン
タ２のＰＯＳサーバＰＳ３と代替サーバＰＳ４の動作認証データレジＲ１，Ｒ２に定時間
毎にアクセスして、これら動作認証データレジＲ１，Ｒ２の認証データを取り込む。
　ステップＳ３では、ＰＯＳサーバＰＳ３の動作認証データレジＲ１が正常か否かを判断
し、動作認証データレジＲ１を正常と認識した場合には、ステップＳ４に入って、代替サ
ーバＰＳ４の代替時ＰＯＳデータ保管レジＤ１とＰＯＳ端末装置ＰＴ２自身の代替時ＰＯ
Ｓデータ保管レジＤ２にアクセスし、これら代替時ＰＯＳデータ保管レジＤ１，Ｄ２に代
替業務データがあるか否かを判断する。そして、双方の代替時ＰＯＳデータ保管レジＤ１
，Ｄ２に代替業務データがないと認識した場合にはステップＳ５に入って、自身のＰＯＳ
端末装置ＰＴ２のＰＯＳプログラムＰＰの作動をモードＰ１でそのまま継続してステップ
Ｓ２に復帰する。
【００２６】
　無停止運用システム１のメインサーバであるＰＯＳサーバＰＳ３が正常に機能していて
、ＰＯＳ端末装置ＰＴ２のＰＯＳプログラムＰＰが通常のモードＰ１で作動している上述
のルーチンでは、各店舗３の商品販売データ等の総ての業務データが、ＰＯＳ端末装置Ｐ
Ｔ２からネットワーク網ＮＷ３を通してＰＯＳサーバＰＳ３にリアルタイムで書き込まれ
、各データが記憶更新される（図１参照）。
【００２７】
　また、ステップＳ４で、代替サーバＰＳ４とＰＯＳ端末装置ＰＴ２自身の代替時ＰＯＳ
データ保管レジＤ１，Ｄ２のいずれか一方または双方に代替業務データがあると認識した
場合には、ステップＳ６に入ってデータ復旧システムを作動させ、ＰＯＳサーバＰＳ３へ
の代替業務データの取り込みと更新とを実行したのち、ステップＳ５を経てステップＳ２
に復帰する。
【００２８】
　前記ステップＳ３において、ＰＯＳサーバＰＳ３の動作認証データレジＲ１の認証が得
られなかったときには、ＰＯＳサーバＰＳ３が故障と判断してステップＳ７へ入り、該ス
テップＳ７にて代替サーバＰＳ４の動作認証データレジＲ２が正常か否かを判断し、動作
認証データレジＲ２を正常と認識した場合には、ステップＳ８に入って、各ＰＯＳ端末装
置ＰＴ２のＰＯＳプログラムＰＰをプログラムモード切替制御機構ＰＣがモードＰ１から
モードＰ２へ自動的に切り替え、さらにステップＳ９で、各ＰＯＳ端末装置ＰＴ２からの
業務データを代替サーバＰＳ４の代替時ＰＯＳデータ保管レジＤ１に代替業務データとし
て保管したのち、ステップＳ２に復帰する（図２参照）。
【００２９】
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　前述したように、代替サーバＰＳ４には、メインサーバであるＰＯＳサーバＰＳ３より
もコンパクトな大きさのものが用いられているため、ＰＯＳサーバＰＳ３よりも機能的に
劣り、また代替時ＰＯＳデータ保管レジＤ１に保管される代替業務データは、ＰＯＳサー
バＰＳ３が保管する業務データよりも量的にやや劣るが、店舗３の商品販売データ等の保
存するに足りる必要なデータがネットワーク網ＮＷ３を経由して代替サーバＰＳ４へ書き
込み記憶される。
【００３０】
　図２に示すように、ＰＯＳプログラムＰＰのモードＰ２を用いた代替サーバＰＳ４の運
転中に、メインサーバであるＰＯＳサーバＰＳ３が復旧した場合には、ステップＳ３にて
動作認証データレジＲ１を正常と認識し、ステップＳ４に入って、代替サーバＰＳ４の代
替時ＰＯＳデータ保管レジＤ１とＰＯＳ端末装置ＰＴ２自身の代替時ＰＯＳデータ保管レ
ジＤ２にアクセスし、代替サーバＰＳ４の代替時ＰＯＳデータ保管レジＤ１に保管される
代替業務データを認識する。
　そして、ステップＳ６でデータ復旧システムを作動させ、ＰＯＳサーバＰＳ３への代替
業務データの取り込みと更新（正常な状態でデータを保管するためのリカバリを含む）と
を実行したのち、ステップＳ５で自身のＰＯＳ端末装置ＰＴ２のＰＯＳプログラムＰＰの
作動をモードＰ２からモードＰ１に切り替え、ステップＳ２に復帰する。
【００３１】
　また、ステップＳ７において、代替サーバＰＳ４の動作認証データレジＲ２の認証が得
られなかった場合には、ＰＯＳサーバＰＳ３と代替サーバＰＳ４の双方が故障と判断して
ステップＳ１０に入り、該ステップＳ１０にて、各ＰＯＳ端末装置ＰＴ２のＰＯＳプログ
ラムＰＰをプログラムモード切替制御機構ＰＣがモードＰ２からセルフモードであるモー
ドＰ３へ自動的に切り替え、さらにステップＳ１１で、ＰＯＳ端末装置ＰＴ２自身の業務
データを代替時ＰＯＳデータ保管レジＤ２に代替業務データとして保管したのち、ステッ
プＳ２に復帰する（図３参照）。
【００３２】
　図３に示すように、ＰＯＳプログラムＰＰのモードＰ３を用いたＰＯＳ端末装置ＰＴ２
の運転は、商品を販売するに足りる必要最小限の機能で稼働しており、この稼働中に、メ
インサーバであるＰＯＳサーバＰＳ３が復旧した場合には、ステップＳ３にて動作認証デ
ータレジＲ１を正常と認識し、ステップＳ４に入って、代替サーバＰＳ４の代替時ＰＯＳ
データ保管レジＤ１とＰＯＳ端末装置ＰＴ２自身の代替時ＰＯＳデータ保管レジＤ２にア
クセスし、ＰＯＳ端末装置ＰＴ２自身の代替時ＰＯＳデータ保管レジＤ２に保管される代
替業務データを認識する。
　そして、ステップＳ６でデータ復旧システムを作動させ、ＰＯＳサーバＰＳ３への代替
業務データの取り込みと更新（正常な状態でデータを保管するためのリカバリを含む）と
を実行したのち、ステップＳ５で自身のＰＯＳ端末装置ＰＴ２のＰＯＳプログラムＰＰの
作動をモードＰ３からモードＰ１に切り替え、ステップＳ２に復帰する。
【００３３】
　上記したように、本実施例のＰＯＳ無停止運用システム１おける動作認証データレジＲ
１，Ｒ２の状態変化と、これに伴うＰＯＳプログラムＰＰのモードの自動選択の関係をま
とめると、次の表１のようになる。
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【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明の一実施例を示すＰＯＳ無停止運用システムを平常時のモードＰ１で運行
する状態を示す概略図である。
【図２】本発明の一実施例を示すＰＯＳ無停止運用システムをモードＰ２で運行する状態
を示すブロック図である。
【図３】本発明の一実施例を示すＰＯＳ無停止運用システムをモードＰ３で運行する状態
を示すブロック図である。
【図４】本発明のＰＯＳ無停止運用システムのフローチャートである。
【図５】従来のＰＯＳシステムの運行状態を示す概略図である。
【符号の説明】
【００３５】
　１　　　ＰＯＳの無停止運用システム
　２　　　本部情報センタ
　３　　　店舗
　ＰＳ３　ＰＯＳサーバ
　ＰＳ４　代替サーバ
　ＰＴ２　ＰＯＳ端末装置
　ＮＷ３　ネットワーク網
　ＲＴ　　ルータ
　ＴＡ　　ターミナルアダプタ
　Ｒ１，Ｒ２　　動作認証データレジ
　ＰＣ　　プログラムモード切替制御機構
　ＰＰ　　ＰＯＳプログラム
　ＳＳ　　動作確認センサ
　Ｄ１，Ｄ２　代替時ＰＯＳデータ保管レジ
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